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インドネシアの国民形成期におけるカルティニの思想とその政治的役割  

―日本の津田梅子との比較を手がかりとして―  

 

ミヤ・ドゥイ・ロスティカ  

 

要 旨 

 

 19 世紀後半の東アジア諸地域は西欧帝国主義列強の進出によって、その伝統

社会が根本から揺り動かされる大変動の時代を迎える。各地域では、民族意識

が覚醒し、新たな国民国家の創造に向けて多様な運動が呼び起こされていく。

本論文では、19 世紀末から 20 世紀初頭のオランダ領東インドという植民地国

家において書かれたカルティニの手紙（書簡集）の分析を行うことによって、

彼女が果たした役割についての再評価を試みた。現代のインドネシアにおいて

は、彼女の評価は女子教育の先駆者に限定することが主流となる傾向がある。



しかし、オランダ語を自由に読み、書きできた彼女は、当時のヨーロッパの自

由主義思想の影響の下で自分が属する「原住民」社会の状況を客観的に観察す

る中で自らの思想を形成していった。彼女が対象とした内容は（１）女子教育、

女性地位の向上（２）ヒンドゥー・ジャワの伝統と慣習（３）西欧近代思想と

オランダの植民地主義（４）イスラム教の女性観等、非常に幅広い。彼女がと

くに女子教育重視したのは、祖国（原住民社会）の近代的発展を強く願ったか

らに他ならない。彼女の思想の中に、インドネシアにおける民族主義意識の誕

生と呼べる内容を見出すことができる。  

 植民地国家の中でヨーロッパ人学校の小学校に通ったカルティニに対して、

同じような時期に幼少の頃からアメリカに留学した日本における女子教育の先

駆者である津田梅子との比較―その共通性と異質性―を試みることによって、

客観的な視点でカルティニの評価を行うことが当論文の目的である。  

1．インドネシアの歴史的背景  

 現代インドネシアの国土は、西はスマトラ島から西部はパプア州（ニューギ

ニア島西部）に至る東西 5200km という広大な領域に広がる。インドネシアは

世界最大の群島国家であり、350 以上の民族を抱える世界有数の多民族国家で

ある。この地域は、他の世界にない多様な自然物産に恵まれていたため、海が

穏やかなジャワ海を中心に中国やインド西方世界を結ぶ通商路（海のシルクロ

ード）として世界の文明の交流地でもあった。そのため、紀元前２～３世紀に

はドンソン文化が伝えられ、紀元後にはインド文明が伝えられて、各地に王国

が誕生するようになる。しかし、オランダによる支配を受ける以前のこの地方

―東インド諸島―はひとつのまとまった国で統一されていた訳ではなかった。

この地方は当時まだ多様な伝統的政治権力による分裂した状況にあった。  

 当論文で取り上げるカルティニが誕生したジャワ島ではジャワ島以外の外島

が自然環境が厳しかったのに対して、土地が豊かで稲作にも適していたため、

古マタラムやマジャパヒト等高い文明を築いたヒンドゥー・ジャワ古代王国が



繁栄した。14・15 世紀にはイスラムの流入により、イスラム・マタラム王朝が

ヒンドゥー・ジャワの伝統の強いジャワの内陸部（コタグデ）に誕生する。し

かし、このイスラムはペルシアやインドで体系化されたスーフィズム（イスラ

ム）神秘主義であったため、それ以前のジャワ・ヒンドゥーの理念とも容易に

結びつく形で重層的に受けとめられ、ジャワの古代王国はさらに多様な発展を

遂げていく。そのため、オランダの植民地支配派ジャワ島を中心に展開してい

くこととなる。  

2．オランダの植民地支配  

 イスラムのジャワ進出とほぼ同時期、インドネシアの各島々ではポルトガル、

スペイン、イギリスといった西欧（キリスト教）の力が及ぶようになる。17 世

紀初頭に入ると、オランダ東インド会社（VOC）がこの地域全体の交易の独占

を目指して、この地域を間接的に支配するようになる。  

 しかし、19 世紀に入ると VOC が植民地経営の失敗で破産したため、オラン

ダ本国による直接的な植民地経営に転換された。1830 年代に始まったオランダ

の植民地政庁による強制栽培制度と徴税請負制という収奪体制はジャワの農民

に苛酷な労働を強いた上、彼らをさらに貧困な状態に追い込むこととなり、農

民層からの反対運動が激化するようになる。  

 このよう中で莫大な利益を得たオランダは、ジャワの北部海岸の植民地都市

（バタヴィア―現ジャカルタ、スマラン、スラバヤ等）を中心に道路、鉄道、

住宅街の整備を行った。また、オランダ本国は、VOC が交易の独占を図ってい

た全域を直接に植民地として支配することにより、オランダ領東インド帝国の

成立を目指した。この植民地国家完成の過程は、ヒンドゥー・ジャワ王国の伝

統の強い内陸部と国際主義性格の強い北部海岸地方という 2 つの異なった政治

的・文化的世界を解体し、オランダ領東インド帝国という新しい政治空間に再

統合するという過程であった。この空間で始まった人々の移動・交流・文化の

流通は、オランダ語で modern（モデルン）と呼ばれた新しい時代のスタート



であった。しかし、オランダによる支配の下にあった原住民は強制労働と極貧

の状況に置かれたままであった。  

 19 世紀の後半、ヨーロッパで自由主義の風潮が広まるようになると、オラン

ダの植民地政策に対する批判が強くなる。その結果、20 世紀に入るとそれ迄よ

りは原住民に植民地政策の範囲内で一定の配慮が行われる倫理政策に転換され

る。しかし、農民の困窮した立場には本質的な変化はなかった。それにもかか

わらず、この倫理政策の登場は、結果としてオランダの意図（植民地体制の安

定と強化）とは全く逆の方向でインドネシアの民族意識を目覚めさせる機能を

果たすことになる。まさに、この歴史的な大転換期に、その役割を果たすもっ

とも適した存在として登場したのが、ジャワの貴族の娘であったラデン・アジ

ュン・カルティニという少女であった。  

3．19 世紀末オランダ領東インドにおけるカルティニの思想  

 カルティニについては、カルティニの手紙は、アベンダノンの編集によるカ

ルティニ書簡集『暗闇を通して光へ』を中心に 86 通の手紙に表れた主張（思

想）を項目別に分類し、分析を行った。  

 （１）カルティニと西欧近代自由主義思想  

 （２）カルティニの女性観とジャワの伝統社会  

  ① カルティニと結婚観ジャワの因習  

 ② カルティニの女性観とジャワの慣習  

 ③ カルティニの女性観とイスラム  

 （３）カルティニの思想とオランダの植民地支配  

 ① カルティニと西洋自由主義思想  

 ② カルティニとオランダ倫理政策  

 ③ カルティニのオランダ植民地主義  

 ④ カルティニの祖国観  

 （４）カルティニの女子教育観  



 ① カルティニとジャワの女性の置かれた状況  

 ② カルティニの女子教育観  

 ③ カルティニと女学校の設立  

4．19 世紀の日本における女子教育と津田梅子の思想  

 欧米帝国主義列強からの強い圧力と植民地化への恐怖の下で、西洋型の近代

国民国家の形成を目指して動き出した明治期の日本にとって、その独立を保ち、

発展を遂げていくためには何よりもまず「富国強兵」を実現することが重要な

政治目標となった。そして、それを実現するためには国民の形成とその質の向

上を図る必要があった。そのため、明治政府はいち早く教育制度の改革を実施

し、国民の義務教育制度を採用したのである。  

 明治新政府は当初から女子教育の必要性を認識していた。そのため、女子も

また男子と同じように学校教育を受けるべきだという考え方は、義務教育制の

採用決定時から法によって明記された。  

 このような女子教育観が誕生した背景には、当時アメリカを視察した黒田清隆

がアメリカ女性の高い地位とその教育環境に恵まれていたことに大きな感銘を

受けたことが強く影響していたといわれる。そのため、黒田は政府に女子留学

を欧米へ送ることを提案した。その選ばれた５人の女子留学生の中に最年初の

津田梅子がいた。 

 本論文ではインドネシア領東インドと日本という遠く離れた全く異なる世界

で生まれたカルティニと津田梅子は、日本とインドネシアにおける女子教育の

先駆者として両国において高い評価が与えられてきた。19 世紀後半という東ア

ジアの国民形成期における西欧教育の洗礼を受けた彼女達の比較を行って、カ

ルティニがインドネシアの社会においてどのような役割果たしたのかについて

明らかにする。  

 津田梅子に関しては、カルティニの検討項目に対応する内容で津田梅子の思

想とその背景について分析を行った。  



 （１）津田梅子のアメリカ観  

 （２）津田梅子の祖国（日本）観  

 （３）津田梅子の宗教観  

 （４）津田梅子の女子教育観  

5．カルティニがインドネシアの国民形成期に果たした役割とその評価  

  ―津田梅子との比較を手がかりとして―  

 カルティニがインドネシアの国民形成期にどのような役割を果たしたのかに

ついては、現在のインドネシアにおいてもその評価をめぐって論争が行われて

いる。カルティニはインドネシアにおける婦人解放や女子教育の先駆者として

国家の英雄であるとして建国以来高く評価されてきたにもかかわらず、近年、

その評価に対して、イスラムの団体やジャワ以外の地方からインドネシアの独

立にカルティニが直接大きな貢献をしていないとして批判的な声が出るように

なっている。本章では、以下の内容でカルティニの実績について分析を行った。

とくに、カルティニと同時代の日本における女子教育の先駆者である津田梅子

との比較を通して、客観的な分析を試みた。  

 その主要な内容は以下の通りである。  

（１） カルティニ批判の内容の検討  

（２） 女子教育と婦人解放に対するカルティニと津田梅子の思想上の共通性  

（３） 女子教育と婦人解放に対するカルティニと津田梅子との実績の比較と

その評価  

（４） オランダによる植民地支配の中でカルティニが果たした役割  

（５） カルティニに対する総合評価  

 以上の分析によってカルティニはインドネシアにおける女子教育及び婦人解

放の先駆者として十分な功績があることを明らかにした。  

 また、カルティニがジャワ人という枠を超えて、オランダによって支配され

ていた東インド全域の「原住民」の全体をひとつの民族という意識からオラン



ダの植民地主義を批判することに至ったことを分析した。このことでカルティ

ニがインドネシアにおける民族意識の覚醒の先駆者と呼ぶに相応しいことを明

らかにした。  

 
























